
                       

                                                  
 
 

 

 

自分にできることは 

校 長  梅 津 靖 子 
 
朝晩の風の心地よさに、ようやく季節は秋に移り変わったのだと感じるようになりました。今夜は、中秋の名

月。旧暦の 8 月 15 日（秋の季節のちょうど真ん中に当たる日）の夜に見られる月を眺めながら、稲穂に見立

てたススキを飾ったり、お団子を飾って食べたりして、作物の収穫と豊作とを感謝するという風習が、今でも続

いています。今年は、ちょうど満月の日となります。家族でゆっくりとお月見をして過ごすのもよいですね。 

さて、先頃、集会委員会が計画をした「大四○×クイズ」が行われまし

た。朝から集会委員の児童が校庭に出て、集会の準備をしていました。集

会には全校が参加して、大いに楽しむことができました。集会が終わった

後に、クイズの○×のカードを持つ役の児童に、「大変でしたね。」と声を

かけると、「ずっとカードを持っていたので、腕が痛くなりました。この仕事

が、こんなにも大変な仕事だったということを、今日、初めて知りました。」と、話してくれました。皆が見やす

いようにと考えながら、腕が痛くてもカードを高く持ち上げようと頑張っていてくれたのでしょう。自分の役割に

責任をもって取り組みたいと考え、行動できたのです。ある児童は、「自分は人の役に立つことができているだ

ろうか。」と自問自答しながら、自分にできることを見付けて取り組んでみていると教えてくれました。朝の登校

時に、さわやかな声で「おはようございます。」と挨拶する 1 年生に出会うと、あいさつ運動での 5 年生のあい

さつレンジャーの活動を見習って、これまでよりも大きな声で挨拶をしようと実践しているのだと感じます。学校

生活では、様々な活動の場があり、機会があります。その中で、今の自分ができることを見付け、自らの意志

で行動しようとしている児童がたくさんいるのです。とても嬉しくなりました。10 月 7 日（土）の運動会まで 1

週間となり、その練習や準備にも、一段と力が入ってきました。その練習においても、児童一人一人が頑張れ

ることを見付け、自主的に取り組む様子が見られると、担任の先生方からも嬉しい報告が届いています。運動

会を自分たちの力で成功させるぞという一人一人の気持ちと行動とを互いに認め合うことを大切に、当日まで

の時間を丁寧に指導していきたいと思います。ご家庭でも、体調管理に気を付けていただきなら、子供から学

校での話を聞いていただき、励ましの言葉をかけていただけると嬉しいです。よろしくお願いします。 
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大四小だより    

【地域未来塾の実施について】 
＊ 地域未来塾とは 
  練馬区教育委員会の事業「地域の力を活かした教育活

動の推進」の一つとして、家庭での学習に一人で取り組む
ことを難しく感じている児童を支援することを目的として、
放課後に、地域の方を講師に学習支援を行うものです。 

＊ 実施方法 
 ・参加対象学年：3 年生・4 年生 
 ・10 月から 2 月までの委員会活動・クラブ活動の時間を

利用し、45 分程度、個々の学習（宿題等）に取り組み
ます。（4 年生：委員会の時間・3 年生：クラブの時間） 

 ・高学年の下校時刻に合わせて、参加者も下校します。 
 ・各学年 15 名～20 名程度の予定です。 

本校において「地域未来塾」は、今年度より初めて取り
組む地域との連携した活動です。3 年生・４ 年生の保護者
の皆様には、改めて実施内容等の詳細をお知らせいたしま
す。趣旨をご理解いただき、ご協力いただけますと幸いで
す。よろしくお願いいたします。 

【運動会について】 

ご案内のとおり、令和 5 年度運動会は、午前中に行

います。混雑が予想されることもあり、プログラムは、

開会式・中学年、低学年、高学年・閉会式の順で組ん

でいます。また、低学年の競技と競技の間には、休息

時間を設けています。この時間には、児童らは教室に戻

り、水分補給等をして体を休めることにしています。 

タイムテーブルにつきましては、演技や競技の状況に

よって変動が予測されるため、細かくお伝えすることは

できません。前半および後半の開始時刻をめやすに、

譲り合って参観いただきたく、よろしくお願いします。 

 

＊ （前半）開会式の開始時刻 

午前８ 時４ ０ 分 

＊ （後半）休息後の再開時刻： 

午前１ ０ 時３ ０ 分 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

保健 子供たちが安心して来室できる保健室づくりを心がけています。子供たち

には、大人になっても自分自身の身体を大切にできる人になってもらいたいです。 

図画工作 本年度、１１月に展覧会があります。普段の取り組みの様子が

表れる会になればと思っています。ぜひご参観ください。 

理科 理科の学習と日常生活との関わりを見付け、学習の意義や

有用性を感じられるような話合いの時間も、大切にしています。 

専科の先生の想いや願い 音楽 好きな楽器の音色や音の組み合わせ、みんなと合わせる楽しさな

ど、様々な活動を通して、聴く力や感じ取る心を育んでいきます。 

♪各学年の見所をご紹介します♪ 

今年度の運動会のスローガンは、 
「かがやけ大四小 燃える心でどこまで
も」です。力強く最後まで諦めずに取り
組めるように、大四小一丸となって頑張
ります。応援よろしくお願いします。 

 

〇１年生表現 
【フラ ONE パレード２０２３！】 
小学校生活初めての運動会。みんな

で、「スーパーかがやくうんどうかい」
に向けて、練習を頑張りました。ニコニ
コの笑顔と元気なダンスをお楽しみく
ださい。 

〇２年生表現【Rainbow
レインボー

】 
２年生は、見ている人が楽しい気持ちになるよ

うなダンスを目指して練習を重ねました。心を一
つに頑張ります。よろしくお願いします。 

〇３年生表現【ココロ、オドルほうで。】 
 「かっこいい３年生」を目指して、ダンスリー
ダーを中心に、練習を重ねてきました。鳴子をカ
チカチと鳴らして、ココロと体を元気に踊らせる
姿に、大きな声援をお願いします。 
 

〇４年生表現 
【Dancing 花笠 ～全力 Step～】 
 山形の伝統文化「花笠踊り」に取り組みます。「全
力でかがやいて仲良くみんなでがんばろう」のテ
ーマで取り組んできました。花笠を使ったキレの
ある踊りにご注目ください。 

〇５年生表現 【「友情」～心を一つに～ 】 
 5 年生一人一人の運動会への思いをもとに、自分た

ちで考えて準備をしてきました。子供たちが「協力」

して「みんなでつくる」ソーラン節です。声、動き、

そして心を一つに合わせた演技をご覧ください。 

〇６年生表現 
【明日へ向かって～Do Our Best！～】 
明日は自分たちの手で変えていこう！そんな思いをもち、

毎日何事にも全力で挑戦していこうという気持ちを体とフ
ラッグを使って、力強く表現します。息のそろった６年生の
全力の演技をどうぞお楽しみください。 

算数 自分でじっくり考えたり、友達と協働して問題を解決したりして、子

供たちが主体的に学びを深める授業を心がけています。 

 

 
 

 

 

 
 



 
 

日 月 火 水 木 金 土 

１０／１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 放送朝会 

 

運動会全校練習 

予備日① 

 運動会全校練習 

予備日② 

運動会前日準備 

５時間授業（１～5 年）

6 時間授業（6 年） 

運動会（給食なし） 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

運動会予備日① スポーツの日 振替休業日 ４時間授業 

運動会予備日② 

放送朝会 

いじめ・安全指導 

 土曜授業 

 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

 

 

放送朝会 

避難訓練 

B 時程４時間授業 

 

 

 

５時間授業 

児童集会 

 

遠足（１年）  

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

 放送朝会 

読書旬間始まり 

５時間授業（１～5 年） 

きょうだいグループ（１組） 

 きょうだいグループ（２組） 

委員会⑥ 

１年遠足予備日 

移動教室前検診

（５年） 

 

２９ ３０ ３１ １１／１ ２ ３ ４ 

 放送朝会 

軽井沢移動教室始まり 

（５年） 

 軽井沢移動教室終わり 

      （５年） 

 

B 時程４時間授業 

読書旬間終わり 

就学時健診 

  

１０月行事予定 

 

「ＳＮＳ家庭ルール」を決めて、正しく活用を！ 
スマートフォンの普及に伴い、小中学生のＳＮＳ利用率は急速に増加しています。ＳＮＳは、個人が

情報を得たり、広く発信したりすることができる一方、悪意をもつ人との接触によるリスクや、友人同

士でのトラブルに巻き込まれるリスクを抱えています。子供がＳＮＳを適切に利用し、社会との関係を

壊すリスクを回避し、より豊かな生活と健全な成長につながるよう、スマートフォンを使用する前に、

親子で家庭でのルールをしっかりと考えましょう。 

 子供たちは、タブレットを多くの学習で使用しています。学校でも今後も学年に応じて、タブレッ

トのルールを確認しながら、情報モラルの啓発に力を入れていきます。 

 

ハート 
  
すくすく

 
～ 大四小の 生活指導～ 
 


